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を持っていたこと、そのような女性が時に「才女気取り」と揶揄される状況について考え
ることがあったのは想像に難くない。

女性の自立
ラ・フォンテーヌのプシュケは姿の見えない夫の正体は怪物ではないかという疑念が拭
えない。姿を見せてもらえない限りは愛せないと断言する。寝室の暗闇の中、手探りで触
れるが、それだけでは夫が本当に怪物ではないのか確信を持てないと不満を抱く。自分の
目でしっかりと見ない限りは夫も愛も受け入れられないのである。夫はプシュケを好奇心
と虚栄心に満ちていると非難する。レドロネットがこの物語を読んで何を考えたのか。プ
シュケを愚かで悪い例として警告する意図があったとしても、姿を見ないことには愛せな
いというのは悪いことなのだろうか。Curiositéには注意深さという意味もある。誰かも知
れない相手の言うことを鵜呑みにして与えられるものをただ享受する状況にレドロネット
は疑問を抱いていた。プシュケの言動がそんな彼女の疑念を後押ししたのは間違いない。
彼女は先人であるプシュケの真似をしなければ後悔すると考えていた。La Barreは女子教
育の課題に女性の自立を取り上げている。特に貴族の女子は常に誰かに守られ従属する環
境にいて、その状況を自ら望むように教育されるため一人になるのを恐れる。彼は女性の
知識が針仕事か宗教に関することのみに留められてしまうことが外見の美しさへの固執と
虚栄心に繋がると警告した。そして本を読み教養を身に付けると嫉妬によって「才女気取
り」と糾弾されると述べた。プシュケが人間の身でありながら神であるクピドの正体を知
ろうとしたのは彼女には過ぎたことだったならば、レドロネットは女性には必要がないと
された知識を身に付け、それによって自分の状況に疑いを持ってしまった女性と考えられ
る。疑いを抱き、暴いて知ってしまったらそれまで享受していた幸福を失うという前例が
あっても、自分の目で見て確かめずにはいられない。好奇心を抱かせたくないならレドロ
ネットにあえてプシュケの物語を読ませる必要はなかっただろう。しかし彼女はそれを読
み、しかも勧めたのは人形たちである。サロンの女性たちは小説を読み、知識を身に付
け、当時の女性を取り巻く状況に疑問を抱き、愛や忠誠に関する小説を書いた。レドロネ
ットは単なる軽率な詮索好きではなく、夫の正体を自分の目で見ることを自らの意志で決
定した。それまでの幸福を失うことになっても、注意深く、隠されていることを知ろうと
した。女性がいつまでも本を読まず、知識もないままでなく、サロンの活動や女性の知識
についての新しい意見が出てきたように、女性が知識を求め状況に疑問を抱くのはどんな
に非難されても変えられないとドーノワ夫人は考えていたのではないか。好奇心を不幸の
原因とし、レドロネットやプシュケを愚かであるかのように述べながら、時に不幸になっ
たとしても女性が自分で物事を知ろうとする姿勢を描こうとしたのではないだろうか。
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